



















































唆された更衣ケアにおいても、HR や HF（副交感神経系指標）および LF/HF（交感神経系指標）ともに
ケア前後での有意差はなかった。ケア時における姿勢の変化がストレスに影響していることが示唆される
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Ⅲ．研究方法
１．測定期間



































































ၚᾮ࢔࣑࣮ࣛࢮ ၚᾮ࢔࣑࣮ࣛࢮ ၚᾮ࢔࣑࣮ࣛࢮ 
ᚰ㟁ᅗ䞉䝡䝕䜸᧜ᙳ 
図１：測定手順




















分間）とケア中、ケア後（ 5 分間）の 3 つの条件下で比
較検討した。唾液アミラーゼ値は、ケア実施前と終了直



































の分析対象となったデータは、洗面時は 8 回中 4 回、更
衣時は 8 回中 3 回のみであった。














































䠄bpm䠅 bpm  
msec2  䠄msec2䠅 























































































































































11） 大島一良：重症心身障害の基本的問題,公衆衛生,35⑾, ４ -
7 ,1971．
12） 中野敦行,山口昌樹：唾液アミラーゼによるストレス評価,







16） 宮田洋：新生理心理学＜ 1 巻＞生理心理学の基礎,160-169,
（株）北大路書房,京都,2007．
50 ヒューマンケア研究学会誌  第 5 巻 2 号  2014
